
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立熊本農業高等）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
校訓『敬天愛人』と『熊本の心』を基本理念に，豊かな人間性と社会を生き抜く力を育み，
社会と共に進化し続ける人材の育成と活気に溢れた学校づくりを目指す。 
【方針】 
（１）校訓     『敬天愛人』 
（２）綱領四条目  「愼思力行」「剛健進取」「倹素礼譲」「自制協同」 
（３）建学の精神  「其手足を低き地に働かし，心を高き天に置けよ」』 
【教育スローガン】 
なすことによって学ぶ～夢を目標に、挑戦・努力・継続～ 

 

２ 本年度の重点目標 
【本校の重点】＜“認め ほめ 励まし 伸ばす”教育行動指標を踏まえた教育の実現＞ 
＜人権尊重の精神に立った学校づくり＞ 
○確かな学力の育成と個に応じた指導の充実 
○キャリア教育の推進と個性を活かす進路指導の充実 
○道徳教育の充実と命を大切にする心の育成 
○指導方法等の工夫・改善（生徒にしっかりと寄り添い、一人一人を大切にした教育） 
○一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の徹底と切れ目ない支援体制の構築 
〇いじめの未然防止と対応の充実 
〇学校の安全教育及び安全管理の充実 

○家庭教育の充実と地域・学校協働活動の推進  

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

業務改善
と働き方
改革 

業務内容の精選
と見直しを行い
、長時間勤務を
是正する 

組織全体の情
報の共有と連
携を重視し建
設的な意見か
ら業務内容の
改善と内容を
具体的に掘り
起して実践す
る 

・部会や委員
会等の小さな
会議を活発化
し、職員間の
コミュニケー
ションを図る
機会を増やす 
・良好な関係
性が円滑な業
務に繋げる 

Ｂ 部会や委員会等で
の積極的な活動と
職員間のコミュニ
ケーションの機会
を働きかけている
が、十分な成果を
挙げていない。今
後の課題として更
なる取組みが必要
である。 

全職員の働き方
への意識改革と
働きやすい職場
環境をつくる 

・長時間勤務
の要因を明ら
かにし、慢性
化している職
員の勤務状況
を改善する 
 
 
・時間外勤務
を前年度比で
全職員平均１
０％削減する 

・長時間勤務
の多い職員と
随時面談し、
手立てと目標
を明確化し、
見通しと進捗
状況を確認す
る 
・慣例に囚わ
れず効果的か
つ効率的に取
り組む 
・長時間勤務
対等者に対し
て産業医への
受診を積極的
に勧める 

Ｃ 新型コロナウィル
スが5類となり、学
校行事の平常化と3
年間の行事の中止
・縮小等の影響も
あり、職員の業務
量は結果昨年より
も増えた。また、
ＩＴＣ化・ＤＸの
導入等により対応
も増加した要因と
考える。月1回の衛
生員会を受けて、
該当者への結果と
受診・改善を進め
改善しつつあるが
、十分ではない。 

学校生活
の充実と
魅力発信 

生徒の学校生活
の充実度を向上
と入学を志願す
る生徒を増やす 

学校評価アン
ケートより生
徒の学校生活
の充実度を９
０％以上（満
足度４をより
上げる）、前
期選抜の倍率
を全学科２倍
以上、後期選

・授業及び特
別活動を充実
させ、生徒が
主体的に取組
み活躍する場
を多く設ける 
・成功体験か
ら自己肯定感
を向上させる 
・研究指定校

Ａ 本校に対しての満
足度は94.3％を示
し、特色ある活動
が98.4％、地域や
外部との連携した
活動が91.9％出会
った。また、前期
選抜入試出願状況
は昨年より0.41％
上まり、2.74倍で



抜の倍率が全
学科１.２０
倍以上を目指
す。 

や生徒募集を
職員総力で取
組み、特色や
魅力等の情報
発信を積極的
に取り組む 
 
 

あった。情報発信
もメディアをはじ
め新聞・ＨＰ・様
々な場面で発表活
動・物販等を行っ
た。 

 
学力  
向上 
 

新学習指
導要領に
おける観
点別評価
及び学習
指導と評
価 

新学習指導要領
における「指導
と評価の一体化
」の検証と見直
す 
 

「指導と評価
の一体化」の
実現に向けた
学習内容の充
実させるため
に、新学習指
導要領におけ
る観点別評価
実践と検証を
する 
 

・定期考査で
、新学習指導
要領の評価の
観点を明記し
た問題作成に
取り組む 
・「主体的に 
学習に取り組 
む態度」の評 
価方法につい 
て各教科で評 
価基準を明確 
にし、生徒と 
共有する 

Ｂ 定期考査で、新学
習指導要領の評価
の観点を明記した
問題作成は、各教
科・科目で実施し
ていただいている
。観点別評価の検
証に関しては、今
後実施していくこ
とで、「指導と評
価の一体化」の実
現に向けての余地
は残されている。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

計画的・
系統的進
路指導 

学力の現状分析 
と希望実現のた
め、３年間を見
通した進路指導
の計画的実施 

・基礎学力の
定着 
社会状況を理
解し、進路意
識を高める 
・進路を選択
する模試結果
を活用し、学
習目標を持た
せる。 

・外部イベン
トや校内実施
の講話等を利
用し、社会状
況を理解し、
進路意識を高
める 

Ｂ １，２年生は学期
ごと、３年生は１
月期に基礎力診断
テストを実施し、
基礎学力の定着度
をはかり、面談等
に活かしている。 

キャリア
教育の充
実 

適性を理解し、
進路実現に必要
な力をつける 
 
 

・自己評価・
自己分析を行
い、自分の適
性を理解する 
・職業につい
ての知識をつ
ける 

・キャリアパ
スポートで記
録を蓄積し、
自己分析と自
己評価を行う 
・外部機関の
イベント等を
利用し職業知
識を得る 
・キャリアサ
ポーターによ
る面談の実施 

Ｂ ライフプランニン
グ授業、進路ガイ
ダンス等を行い、
自らの適性と必要
とされる力を理解
するための機会を
つくっている。ま
た、キャリアサポ
ーター面接などで
生徒個人への助言
も行った。 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活 
習慣の確
立 
交通安全
の推進 

生徒が心身の安
定を図ることで
、遅刻や欠席を
することなく登
校できる。 
ＴＰＯに応じた
挨拶や礼儀、整
容が身に付いて
いる 
 

・遅刻や欠席
数について、
生徒の個人内
評価の観点を
大切にして少
しずつ減らす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・挨拶や礼儀
、整容につい
て定点調査を
実施し、８割
以上の生徒が
ＴＰＯに応じ
た挨拶や礼儀
が身に付き、

・職員は年間
をとおして登
下校指導を実
施し、遅刻や
欠席する生徒
の気持ちに寄
り添った丁寧
な指導をし、
生徒たちが安
心して登校で
きるように声
掛けを行う 
・遅刻や欠席
のある生徒は
背景にある課
題を含めて組
織的に多方面
から支援する 
・適宜、挨拶
や礼儀、整容
の指導を実施
し職員と生徒
が対話的なコ
ミュニケーシ
ョンを図るこ
とにより生徒

Ｂ 年間とおして地域
や玄関などで登校
指導を実施した。
遅刻した生徒に対
して、ただ指導す
るのではなく、体
調の心配や励まし
などの声掛けを行
った。廊下等では
挨拶をする生徒が
多く、お客様から
も挨拶をしてくれ
るという声が聴か
れた。コロナ禍で
感染症対策により
、整容指導の回数
が少なかったため
か、整容に対して
の意識が薄れてい
る。昨今の校則の
見直しの流れもあ
り、整容に関して
の校則の見直しも
再度必要である。 



整容を考えて
行動できる 
 

が自己のあり
方を考える機
会をつくる 

ルールやマナー
を守り安全に登
下校ができる 

登下校中の交
通事故発生件
数を全校生徒
数の３％（２
５件）以内と
する 
 

・学期初めに
登下校時の交
通安全指導を
実施する・年
１回交通安全
講話を実施す
る 
・登下校時の
状況を積極的
に確認し、改
善の必要があ
るときは速や
かに具体的な
指導を実施す
る 

Ｂ 交通事故の件数は
７件と目標を達成
したが未報告や感
染症対策のための
保護者送迎が増え
たことも考えられ
る。また、登下校
中の自転車のマナ
ーについて地域よ
り３件の御意見が
あった。警察から
の無施錠の連絡は
他校に比べ少ない
状況である。 

生徒会活
動の充実 

生徒にとって学
校行事が充実し
たものになって
いる 

行事実施後の
アンケートに
おいて「充実
した」と答え
た生徒を８０
％以上とする 

生徒の声を大
切にした魅力
ある行事内容
のための積極
的改善を図る 

Ａ 行事は感染症流行
前のように実施で
きた。年末に実施
したアンケートで
は、約９６％以上
の生徒が「学校が
楽しい」と回答し
ており、充実した
学校生活を送って
いる。 

各種委員会活動
や部活動が活発
に活動している 
 

すべての各種
委員会、部活
動等が活動実
績を記録する 
 

活動実績のな
い組織に対し
て、ボランテ
ィアの斡旋や
企画への協力
依頼をして活
性化を図る 

Ｂ 感染症が収束しボ
ランティアや委員
会活動、農業クラ
ブ活動が活性化し
た。生徒は多様な
場面で活躍した。 

人権教
育の推
進 

人権問題
の正しい
理解とそ
の合理的
判断力の
育成 

偏見等にとらわ
れず、互いを正
しく理解し合い
、信頼関係を築
くことができる 

人権教育や人
権委員会主催
の取り組みを
通して人権課
題について学
習し、自他共
に尊重した言
動を身につけ
る 

人権ＬＨＲで
人権課題につ
いての技能的
側面の学習に
取り組み、互
いを認め合え
る言動につい
て具体的に理
解できるよう
にする 

Ｂ 生徒の状況に合わ
せた人権課題を取
り上げ、考える時
間を設けた。互い
に人権を尊重する
ためにどうすれば
よいか考え、意見
を述べることはで
きるようになった
。 

基本的人
権尊重の
精神と実
社会での
実践力の
育成 

集団の一員とし
て、人権が尊重
され安心して過
ごすことのでき
る学校づくりに
取り組める 

人権教育を通
して主体的に
考え話し合う
態度を身につ
け、学校全体
が人権の尊重
された雰囲気
になるよう行
動できるよう
になる 

人権教育を通
して話し合い
、考える機会
を設け互いを
尊重できる関
係性について
考えを深め、
行動できるよ
うにする 

Ｂ お互いを認め合う
集団となるために
何が大切か考え有
意義な意見を提案
できるが、行動力
に結びつける点で
は、来年度への課
題が残る。 

いじめ
の防止
等 

未然防止
への取組
強化 
早期発見
による取
組 

生徒たちが安心
・安全な学校生
活を送ることが
できる 
生徒がいじめら
れない、いじめ
なくてよい環境
である 
 

・いじめを受
けた生徒を１
％（県平均）
以下とするが
、いじめと疑
われる事案が
発生した場合
は、この目標
に囚われず、
積極的に認知
する 
・生徒がいじ
めを受けた場

・ＨＲ等を活
用し、月に２
回以上のいじ
め防止に関す
る啓発を実施
するよう依頼
する 
・生徒の心の
安定を図るた
め、全職員が
生徒一人一人
を尊重した言
動をとる 

Ｂ 現在のところいじ
めの件数は１９人
と目標を下回った
が、軽度のいじめ
であっても積極的
に認知しているた
め増加した。教師
は、日頃から学校
生活全般でいじめ
防止教育が実践し
、いじめの防止や
早期対応をした。



合、迅速に相
談できる体制
を構築する 

・いじめに関
する職員研修
を実施する 

職員朝会でいじめ
防止や対応につい
て情報提供した。 

いじめが発生し
た場合は、問題
の解決が難しく
なる前に早期発
見できる 

・職員は、い
じめを見逃さ
ないよう常に
生徒を観察し
、未然防止、
早期発見、早
期対応する 
・いじめと疑
われる事案が
発生した場合
いじめ問題対
策委員会を開
催し積極的に
いじめを認知
する 

・ＳＣや生徒
相談員等を中
心とした校内
の相談体制の
充実を図る 
・心のアンケ
ートやスクー
ルサイン等の
いじめを相談
できるツール
を活用する 
・職員は生徒
の学校生活を
広く観察して
積極的に関わ
ることでいじ
めの発見につ
なげる 
・いじめが疑
われる事案の
うち、深刻で
ないものであ
っても積極的
に認知する 

Ｂ ＳＣや職員で校内
の相談体制を充実
させた。心のアン
ケートやスクール
サイン等のいじめ
を相談できるツー
ルを準備し、緊急
時の情報収集や定
期的ないじめの情
報収集ができた。
いじめがあったと
訴えた生徒につい
てはすべていじめ
の認定をした。ア
ンケートでは、い
じめを誰かに相談
したという生徒が
１２名中１１名お
り、相談すること
の大切さを理解し
ていた。 

発見後の
対応 

いじめの解決に
向けて迅速かつ
組織的に対応で
きる 

・いじめ対応
マニュアルに
沿って、迅速
な対応 
・いじめ問題
対策委員会を
開催し、協議
する 
・対応後にマ
ニュアルや委
員会での決定
事項に沿って
適切に行動で
きたかを検証
する 

・いじめを発
見した場合い
じめ対応マニ
ュアルに沿っ
て、直ちに状
況確認を行い
、管理職の指
示のもと、関
係分掌部と連
携して対応す
る 
・状況に応じ
ていじめ問題
対策委員会を
開催し、早期
対応向けた協
議を行う 

Ｂ いじめが発生した
場合は、担任や学
年、学科を中心に
迅速に対応し、い
じめの解消に向け
て取り組んだ。い
じめの対応が苦手
な職員に対して、
各主任がサポート
して対応した。い
じめ問題対策委員
会においては、対
応している案件が
多く、継続指導を
していく。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域と本
校との連
携強化 

避難所実地訓練
及び避難所訓練
等の運営に係る
具体的対策と実
施状況と成果 

大規模災害の
発生を想定し
た避難所・学
校運営ができ
る 

学校運営協議
会開催、避難
所運営委員会
開催、自治会
・市・学校と
の合同防災訓
練を実施する 

Ｂ 
 

今年度、本稿が担
当であったが、農
ク全国大会のため
次年度開催となっ
た。 

生徒の防
災意識の
高揚 

防災教育による
具体的方策の実
施状況と成果 

大規模災害の
発生を想定し
て自主的・協
働的な行動が
できる 

防災教育ＬＨ
Ｒ＋避難訓練
実施（年３回
）、防災意識
を高める授業
展開、防災便
りの発行など
啓発活動に取
り組む 

Ａ 防災甲子園に農業
土木科の研究を応
募し、高校生の部
で大賞を取ること
が出来た。防災意
識は高まっている
。 

特色あ
る取組 

生徒が輝
き活躍す
る教育活
動の充実 

各学科の専門学
習に意欲的に取
り組むことがで
きる 

・アグリマイ
スター顕彰制
度等による積
極的な評価 
 
 
 
・研究指定事
業を活かした
主体的深い学

・アグリマイ
スター顕彰制
度を通じて、
生徒全員が知
識や技術・技
能への自信を
深める 
・授業で生徒
が主体的な学
習活動の生徒

Ｂ アグリマイスター
顕彰制度等を通し
て、目標に向かっ
て挑戦し続けた学
びを振り返ること
で自己肯定感に繋
がっている。 
熊本スーパーハイ
スクール（ＫＨＳ



びつながる授
業と適切な指
導と評価 
 
 
・熊本スーパ
ーハイスクー
ル（ＫＨＳ）
構想リーデｨ
ング型への取
組み 

アンケートを
分析し、授業
改善及び評価
の工夫につな
げる 
・各学科・教
科等でプロジ
ェクト学習、
課題研究を充
実させる 

）構想リーデｨング
型への取組みから
、情報活用能力と
ＩＣＴ機器活用能
力を組み入れたス
マート農業の実現
化を目指している
。課題として、指
導と評価の一体化
について検証をし
ながら来年度に繋
げていきたい。 

農業の魅
力発信と
地域貢献
活動の推
進 

農業教育を通じ
た地域貢献活動
と学校ＨＰ等に
よるＰＲ活動に
取り組むことが
できる 

・全学科によ
る開放講座の
実施及び交流
活動 
 
・学科の魅力
ある学習や取
組を積極的に
学校ＨＰで発
信 
 
 
・情報発生力
を意識した情
報発信 
 

・公開講座等
を通して、参
加者の方々に
熊農の魅力を
伝える 
・ＨＰ更新状
況を学科主任
会で確認し、
全学科で魅力
発信に取り組
むことを常に
意識する 
・チラシ、学
校ＨＰを利用
して学校生産
品を広く地域
に紹介する 

Ａ 新型コロナウィル
スが5類となり、各
学科において開放
講座を開講し多く
の家族連れに受講
していただいた。
学校の魅力ある取
り組みもＨＰへの
掲載をはじめ地域
の様々なイベント
や大会等に出場し
、その活動に高い
評価をいただいた
。その他にも地域
とコラボした商品
開発や取り組み等
にも積極的に取り
組んでいる。 

 


